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明和町農家生活改善

グループ連絡協議会

　代表　今成恭子

ふれあいで、元気に楽しく

　新年明けましておめでと

うございます。

　今年も１年皆様方が健康

に過ごせますようお祈り申

し上げます。

　明和町農家生活改善グループという会をご存知でしょ

うか。農家のお母さん達が町の行事に参加したり、農産

物直売所にて地元で穫れた新鮮な野菜や果物など安価販

売しています。お客様の励ましや笑顔が私共の元気の源

となっております。１人でも多くのかたに直売所をご利

用頂き、皆様方との交流を深めていきたいと思います。
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正月特集

明和町体育協会

会長　武井英夫

いつでも、どこでも、だれでも

　新年明けましておめでと

うございます。

　輝かしい新春を健やかに

お迎えのこととお慶び申し上げます。

　今年の２月２７日に「めいわスポーツクラブ」を設立致

します。これは総合型地域スポーツクラブで「いつでも、

どこでも、だれでも」が日常の中で継続してスポーツを行

うことができ、地域住民が行いたいスポーツを自由に選

択し、いろいろな形で楽しむことが出来るスポーツクラ

ブです。多くのかたの入会をお待ちしております。　

　　　食育と輪

　「私達の健康は私達の手で」

のスローガンのもと、子ども

から高齢者まで食と健康の研

修をしています。

　毎月１９日は、家族揃って食

事をし、子どもたちに正しい

食習慣を身につけてもらい、

心と体の健康を育む食育の日

です。今後も、赤・黄・緑の三

大栄養素の働きと、おやつ作

りの出前講座を広めていきた

いと思います。

　また生活習慣を見直して、

バランスの良い食事や適度な

運動、一人ひとり手を繋ぎ食

生活改善の輪を広げ、健康で

長生き人生を目標にして参り

たいと思います。　

明和町食生活改善推進協議会

　会長　福田初江

   明和町区長会

　会長　石塚一生

           　                      高投票率を目指して

　　　　　　　　皆様明けましておめとうございます。

　今年は、県知事選・県議選・町議選が行われる予定で

す。区長会では、各人が投票総参加推進委員を委嘱され、

投票率の向上に努めております。

　選挙は誰の為に行われるのか考えてみますと「自分達

一人ひとりの生活と幸せを選ぶ」ことだと思います。住

みよい町づくり、県づくりにご期待するものです。

　結びに、本年は皆様方が輝かしい良い年でありますよ

うご祈念申し上げます。
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館林商工高等学校

校長　中野勇治

　　　　　　　　　地域に溶け込んだ生きた教育　    

                           明和町の皆様には、日ごろから本校の

教育活動に対しまして、ご理解、ご協力をいただきお礼申

し上げます。

　さて、本校では地元明和町との地域連携、地域素材を合

言葉にこれまで多くの実践が行われてきました。例えば、

工業科では町内三か所の公園に東屋を建築し、商業科では

地元特産の梨や巨峰をモチーフにした飴、シクラ・メン棒、

エコバックの製品化と販売に取り組んできました。また、

産業祭では本校の模擬販売会社に出店のお声をいただき、

本年度結成したチンドンガールズも町内施設にお招きい

ただきました。さらには、県ＤＣでは町の紹介事業のお手

伝いをさせていただくことにもなりました。

　地域に受け入れられ、地元に活動の場があるという実感

は、本校生が地域社会の一員としてまた、地域産業の担い

手として地域を支える人材に成長するための心の拠り所

になるものと思います。これからも館林商工高校へのご

支援をよろしくお願い致します。

力を結集して福祉を支える

　町ボランティア会員登録数

１８３人で成りたっている会です。

大きな活動内容は、和の郷、配

食サービス、福祉スポーツ大

会、および福祉バザーです。

　家庭で眠っている品物を寄

附していただき、格安で販売

し、その売り上げを明和町福

祉協議会に全額寄付していま

す。

　これらが社会福祉活動資金

として、地域の福祉に役立っ

ています。

　明るく住み良い町になるよ

う会員一人ひとりが、手を差

しのべてくれている、そんな

温かく、思いやりのある明和

町のボランティアです。

明和町ボランティア連絡協議会

　会長　須藤敏子
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正月特集

　　　最重要は初期消火　

　年頭に当たり、一言ご挨拶

申し上げます。

　例年、各ご家庭の奥様方の

ご協力により、婦人消防隊と

しての活動を首尾よく果たせ

ています事を、心より感謝申

し上げます。本年も、講習会、

研修旅行などの行事に積極的

にご参加いただき、「地域の防

災は家庭から」という意識を皆

様と共に高めてゆきたいと

願っております。

　１年間よろしくお願い申し

上げます。

　　明和町婦人消防隊　

　   　隊長　長沼幸代

　明和町環境保健委員会

　　会長　白井　高

　　　　　　　　　　　正しく、速く、美しく　　　

　　　　　　　　「せいそくび」と呼ばれる言葉であり、

この言葉に接したのは小学校の先生からでした。

　「正」を学び、「速」に努力し、そのうえに「美」の

心を持って仕事は形になる。

　「手を同じように動かしても、そこに美の心が有るか

無いかで結果は大きく変わる」と教えられました。

　この言葉を心がけるには難しさがあり、歳を得なが

らもあらゆる仕事に美の心を持ちたいと願い、よき環

境にも繋がればと思っております

明和町青少年育成推進員

連絡協議会

　会長　篠木日出夫

子どもの健やかな成長をサポート　

　新年明けましておめでとうございます。

　私たちは県・町の委嘱を受け、青少年の健全育成・非

行防止を目的に毎週１回の町内巡回パトロールを実施

しております。明和まつりや町民体育祭時に会場周辺

の巡回指導、町内小中学校ＰＴＡとの交流事業や子ど

も会育成会の上毛カルタ大会に協力するなど関係の

方々との連携を図り活動しております。

　「地域のおじさん・おばさんになろう」を合言葉に活

動しております。
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（７）広報めいわ　平成２３年１月１０日

備　　　　　　　　　　考創設　　～　　廃止明和町側　～　羽生市側名　　　　称NO

・古くは斗合田と飯野（板倉町）の境にあ

　って、別名「 延命寺 渡し」とも呼ばれ
えんめいじ

　ていた。

・明治７年にこの場所に移された。

　不詳～昭和２９年　斗合田字川岸～ 下村君字堤 
しもむらきみあざつつみ

　斗合田の渡し１

・県道今泉～館林線の渡しとして、昭和

　２９年から県営により運行されていた。

・廃止間際に使われていた船体が館林土

　木事務所内で保管されている。

　不詳～昭和６３年　千津井字八軒～ 上村君 
かみむらきみ

　千津井下の渡し２

　不詳～昭和１３年　千津井字上の坪～ 発戸 
ほっと

　千津井上の渡し３

・県道江口・館林線に通じる渡し。　不詳～昭和２９年　江口字堤外～ 稲子 
いなご

　江口の渡し４

・東武伊勢崎線鉄橋の東にあった。　不詳～昭和１４年頃　梅原字堤外～ 本川俣字長宮 
ほんかわまたあざながみや

　梅原下の渡し５

・東武伊勢崎線鉄橋の西にあり、別名　

　「龍蔵の渡し」とも呼ばれていた。
　明治７年～昭和１１年頃　梅原字堤外～ 上川俣龍蔵 川岸

かみかわまたりゅうぞう

　梅原上の渡し６

・日光脇往還の渡しで、主要な街道の渡

　し場の役目を果たしていた。

・別名「富士見の渡し」とも呼ばれていた。

・川俣橋（船橋）の架橋により廃止された。

　不詳～明治２３年　川俣字川岸～ 新郷 
しんごう

　川俣の渡し７

　対岸の埼玉県羽生市 上村君 とを結んだ渡し。昭和３０代年頃、永らく続いていた“和船”
かみむらきみ

から“動力船”に切り替わりました。当時は、渡し船を利用した対岸との交流が活発で、

渡しは地域の人々の生活の一部となっていました。

　
町
民
の
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
。
か
つ
て
た
く
さ
ん
の
“
渡
し
船
”
が
、
利
根
川
流
域
を
往
来
し
て
い
た

こ
と
を
。
利
根
川
河
畔
に
は
“
渡
し
場
”
が
あ
り
、 艪
 や
ろ

 棹
 を
使
っ
て
運
航
さ
れ
た
小
さ
な
木
造
の
“
和
船
”

さ
お

や
エ
ン
ジ
ン
で
駆
動
す
る
“
動
力
船
”
が
群
馬
県
側
と
埼
玉
県
側
を
結
ん
で
い
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
時
代
の
変
化
は
容
赦
な
く
そ
の
川
を
め
ぐ
る
人
々
の
“
暮
ら
し
や
文
化
”
を
切
り
捨
て
て
い
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
明
和
町
区
域
内
の
利
根
川
流
域
を
中
心
に
、“
渡
し
”
に
つ
い
て
取
材
を
試
み
ま
し
た
。

　
今
月
号
か
ら
数
回
に
わ
た
り
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
の
往
時
を
振

り
返
り
、“
文
化
的
遺
産
”
と
し
て
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 
           

今は無き「千津井 下 の渡し」　　　　　　　（ 撮影：日本写真家協会会員 堀内敬一氏 ）
しも

和の渡明 し
ー其の１ー

　　　　《参考：明和村誌》
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西
小
で
は
、
校
内
に
“
あ
い
さ

つ
通
り
”
を
設
定
し
、
○あ 

明
る
く
、

○い 
い
つ
で
も
、
○さ 
先
に
、
○つ 
続
け

て
の
合
言
葉
を
掲
げ
、
全
校
的
な

生
徒
指
導
と
し
て
あ
い
さ
つ
の
励

行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  東
小
で
は
、
児
童
会
を
核
に
し

た
“
あ
い
さ
つ
運
動
”
が
展
開
さ

れ
て
お
り
、
正
門
付
近
に
並
ん
だ

児
童
た
ち
が
、
登
校
し
て
く
る
児

童
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
し
合
っ

て
い
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

  あ
い
さ
つ
は
良
好
な
人
間
関
係

を
築
く
た
め
の
“
潤
滑
油
”
で
す
。

大
人
も
子
ど
も
に
負
け
な
い
よ
う

あ
い
さ
つ
を
心
が
け
、
明
る
い
あ

い
さ
つ
が
飛
び
交
う
元
気
な
“
ま

ち
づ
く
り
”
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

 　
川
俣
駅
は
明
治
　
年
８
月
　

４０

２７

日
に
開
業
さ
れ
、
１
０
０
年
有
余

に
渡
っ
て
明
和
町
の
玄
関
口
と
し

て
運
営
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
東
武
浅
草
駅
か
ら
下
り
伊
勢
崎

線
に
乗
る
と
、
数
え

て
　
番
目
の
駅
に
な

３６
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
上
半

２２

期
で
は
、
一
日
平
均

で
約
１
、
３
０
０
人

の
お
客
さ
ん
が
乗
車

し
、
お
よ
そ
　
万
円

６２

の
現
金
収
入
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
近
い
将
来
、
川
俣
駅
周
辺
地
域

整
備
計
画
に
基
づ
く
“
ま
ち
づ
く

り
”
の
進
展
と
と
も
に
、
当
駅
周

辺
も
大
き
く
変
貌
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

現在の川俣駅

　社会教育指導員の石原

さんが試作した明和版か

るたを通して、本町の歴

史や文化、自然、特産品、

その他町の特色となるも

のをシリーズで紹介して

います。

明
 
和
 
再
 
発
 
見

ー
手
作
り
郷
土
か
る
た
を
通
し
て
ー

No. ２
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かるた紹介　シリーズ②

 　
毎
年
、
５
月
５
日

の
こ
ど
も
の
日
に
地
蔵

寺
の
境
内
で“
花
祭
り
”

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
催
し
は
、
花
御

堂
内
に
安
置
さ
れ
た
お

釈
迦
様
の
像
に
甘
茶
を

か
け
な
が
ら
、
お
よ
そ

２
、
５
０
０
年
前
に
誕

生
し
た
お
釈
迦
様
を
お

祝
い
す
る
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
甘
茶

を
飲
む
と
と
も
に
、
そ

れ
を
家
に
持
ち
帰
り
ま

す
。

　
甘
茶
を
入
れ
た
墨
で

習
字
を
す
る
と
、
文
字
が
上

手
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。　

　
花
御
堂
は
、
明
治
４
年
に

地
元
の
坂
上
清
五
郎
さ
ん

の
手
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ

ま
し
た
。 

地蔵寺

花御堂内のお釈迦様像

樺

竃

株

蒲

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

　町では、循環型環境保全の町づくりを目指して、

ごみの分別と減量化に取り組んでいます。

　例年、ふるさとの広場などの公共施設から出る落

ち葉の処理に悩まされてきましたが、今年は落ち葉

をごみとして処理するのではなく腐葉土として活用

を図りました。

　各家庭でも落ち葉をごみとして出すのではなく、

肥料として有効活用していただきたいため腐葉土の

つくり方の講習会を公民館と共催で開催いたします。

　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

■日時　１月３０日（日）　午前１０時

■場所　中央公民館

■講師　根岸　 好 さん
よしみ

■申込方法　当日会場へ直接お越しください（事前申込

不要）

※参加者には町でつくった腐葉土を先着１００人のかたに

差し上げます。

■問合せ先　環境水道課（内線１７２）へ出来上がった腐葉土

　落ち葉が入った集積場

手軽にできる腐葉土づくり講習会
ごみの減量化とCO2削減に向けて　　
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木
造
住
宅
を
対
象
に

無
料
で
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す

　
都
市
計
画
課
　
　
　
　
　
内
線
１
３
４

　「
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
、

「
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
・
向

上
」
を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
を
対
象

に
耐
震
診
断
資
格
者
を
派
遣
し
、
無
料

で
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

明
和
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣

事
業

□
申
し
込
み
の
で
き
る
か
た

①
町
内
に
存
す
る
対
象
建
築
物
の
所
有
者

②
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

□
対
象
建
物

①
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に
着
工
し

５６

３１

た
１
戸
建
て
木
造
住
宅
ま
た
は
木
造

併
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

２
分
の
１
以
上
の
も
の
）

②
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
し
た
階
数
２

以
下
の
も
の

□
募
集
戸
数
　
　
戸
（
先
着
順
）

２０

□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
診
断
資
格

者
の
交
通
費
１
、
０
０
０
円
の
実
費

負
担
が
あ
り
ま
す
）

□
募
集
期
限
　

　
な
お
、
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
ま
た
は
高
い
」
と
診

断
さ
れ
、
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

　
年
度
に
限
り
「
明
和
町
木
造
住
宅
耐

２２震
改
修
補
助
金
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

明
和
町
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事

業□
申
し
込
み
の
で
き
る
か
た
　

　
耐
震
診
断
派
遣
事
業
ま
た
は
そ
の
他

の
耐
震
診
断
資
格
者
に
よ
り
「
倒
壊

す
る
可
能
性
が
あ
る
ま
た
は
高
い
」

と
診
断
さ
れ
た
建
物
の
所
有
者

※
今
年
度
限
り

□
対
象
建
物

茨
明
和
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣

事
業
①
②
と
同
じ

芋
耐
震
診
断
の
結
果
「
倒
壊
す
る
可
能

性
が
あ
る
ま
た
は
高
い
」
と
診
断
さ

れ
た
も
の

□
補
助
対
象
の
耐
震
改
修
工
事

茨
 耐
震
補
強
設
計
に
基
づ
き
耐
震
補

強
工
事
を
行
う
も
の

芋
耐
震
補
強
工
事
を
、
町
内
の
施
行
業

者
に
発
注
す
る
こ
と

□
募
集
戸
数
　
　
戸
（
先
着
順
）

１０

□
補
助
金
の
額
　
　
万
円
ま
で
（
耐
震

３０

補
強
設
計
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事
に

要
す
る
費
用
）

□
募
集
期
限
　
１
月
　
日
　

２８

（金）

明
和
町
民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
調
査
事
業
費
補
助
金
交
付
事
業

　
明
和
町
に
お
け
る
民
間
建
築
物
の
壁
、

柱
、
天
井
等
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
ア
ス

ベ
ス
ト
等
の
含
有
調
査
を
実
施
す
る
場

合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
の
で
き
る
か
た

①
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
を
行
う
建
築

物
の
所
有
者

②
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

□
補
助
対
象
調
査

①
他
の
国
庫
補
助
金
等
が
交
付
さ
れ
て

い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

②
明
和
町
内
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と

③
施
工
さ
れ
た
吹
付
け
材
が
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
等
で
あ
る
お
そ
れ
が
あ
る

も
の
で
あ
る
こ
と

□
募
集
件
数
　
　
件
（
先
着
順
）

１０

□
補
助
金
の
額
　
　
万
円
ま
で

２５

□
募
集
期
限
　
１
月
　
日
　

２８

（金）

□
申
込
お
よ
び
問
合
せ
先
　
都
市
計
画

課
（
内
線
１
３
４
）

　
平
成
　
年
　
月
１
日
付
け
で
、

２２

１２

　
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

２４厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

　
月
３
日
に
役
場
会
議
室
で
委

１２嘱
状
伝
達
式
を
行
わ
れ
、
恩
田
町

長
よ
り
　
人
の
委
員
さ
ん
へ
委

２４

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
の
不
安
や
育
児
・
介
護
の

問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る
か
た
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
地
域
の
担

当
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
  

       　
　
　
　
　
　
～
敬
称
略
～

　
               （
担
当
行
政
区
）

▼
阿
部
光
子
（
斗
合
田
）

▼
新
井
直
次
（
下
江
黒
）

▼
荒
川
弘
子
（
上
江
黒
）

▼
横
塚
千
惠
子
（
千
津
井
）

▼
関
口
し
げ
の
（
江
口
）

▼
田
部
井
眞
一
（
田
島
）

▼
石
井
仁
市
（
南
大
島
）

▼
竹
内
好
美
（
南
大
島
）

▼
小
平
和
子
（
新
里
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い



（１１）広報めいわ　平成２３年１月１０日

『梨のほほ笑み』
町の特産品の梨をさらにＰＲしてい
こうと造られたもので、その味はさ
わやかで文字通り微笑ましいワイン
です。

▼
堀
口
静
代
（
新
里
）

▼
竹
迫
綾
子
（
新
里
）

▼
五
月
女
元
子
（
中
谷
）

▼
橋
本
文
江
（
中
谷
）

▼
岡
安
康
子
（
中
谷
）

▼
吉
永
美
智
江
（
梅
原

▼
吉
永
裕
身
子
（
梅
原
）

▼
竹
越
千
惠
子
（
川
俣
）

▼
川
島
嘉
一
郎
（
須
賀
）

▼
柴
田
節
子
（
大
輪
）

▼
駒
宮
完
生
（
大
輪
）

▼
奈
良
原
千
枝
子
（
入
ケ
谷
・
矢
島
）

▼
田
村
久
惠
（
大
佐
貫
）

▼
新
井
和
惠
（
主
任
児
童
委
員
）

▼
泉
田
初
乃
（
主
任
児
童
委
員
）

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
７
２

　
町
で
は
、
平
成
　
年
４
月
の
供
用
開

２９

始
に
向
け
て
館
林
・
板
倉
・
明
和
の
一

市
二
町
に
よ
る
ご
み
処
理
事
業
の
広
域

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
広
域
化
計
画
で
は
、
館
林
市
に
焼
却

施
設
、
板
倉
町
に
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
、

明
和
町
に
最
終
処
分
場
を
建
設
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、ク
ロ
ー
ズ
ド
型
の

施
設
（
建
物
の
中
に
焼
却
灰
な
ど
を
埋
め

立
て
る
方
式
）
を
採
用
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
　
年
　
月
に
最
終
処
分
場
適
地

２２

１１

検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
町
内
３
箇
所

（
下
江
黒
・
千
津
井
・
大
輪
地
区
）

を
候
補
地
と
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、平
成
　
年
２２

　
月
　
日
に
下
江
黒
地
区
と

１１

２８

千
津
井
地
区
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
最
終
処
分
場
の
見
学

会
な
ど
を
行
い
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
総
合
的
に

判
断
し
て
建
設
候
補
地
を
１

箇
所
に
絞
り
込
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
へ
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
総
合
的
に
判
断
し

最
終
処
分
場
建
設
候
補
地
を
絞
り
込
み
ま
し
た中

之
条
に
あ
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
最
終
処
分
場

　町では、一人ひとりが「いのちの重

み」「いのちの大切さ」を認識し、自殺

防止について主体的なかかわりを持っ

ていただくための意識啓発を図ること

を目的として、次のとおり講演会を開

催します。

◆日時　１月２６日（水）　午後１時３０分

◆場所　役場第１会議室

◆対象　町民のかた

◆募集人数　１００人程度

◆参加費　　無料

◆申込期限　１月２１日（金）

◆申込方法　住民福祉課へ電話または

直接申し込む

※詳しくは、住民福祉課（内線１４４）へ

お問い合わせください。

生きる大切さを伝えたい

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

ボウリング大会

参加者募集
　町労使教育委員会では、ボウリング

大会の参加者を募集します。

■日時　２月１９日（土）　午後２時３０

分現地集合

■場所　館林スポーツレーン

■対象者　町内在住または在勤の労働

者・使用者とその家族（小学４年生

以上）

■募集人員　１００人（先着順）

■参加費　１人５００円（２ゲーム費用・

貸靴代含む）

※参加費は、当日徴収します。

■表彰　小中学生、一般男性・女性部門

毎に多数の表彰等あり

■申込期限　２月４日（金）

■申込方法　経済建設課内労使教育委

員会事務局へ直接申し込む

※詳しくは、経済建設課（内線１５２）へ

お申し込みください。
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【
変
更
内
容
に
つ
い
て
】

【
閲
覧
に
つ
い
て
】

□
期
間
　
１
月
　
日
　
～
２
月
４
日

２１

（金）

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）

（金）
□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

３０

時
　
分
１５

□
閲
覧
会
場
　
県
庁
（
都
市
計
画
課
）、

館
林
土
木
事
務
所
、
館
林
市
役
所

（
都
市
計
画
課
）、
明
和
町
役
場
（
都

市
計
画
課
）

□
問
合
せ
先
　
▽
県
庁
都
市
計
画
課

（
山
0
2
7
・
2
2
6
・
3
6
5
4
）

　
▽
館
林
土
木
事
務
所
（
山
　
・
４
３

７２

５
５
）
▽
館
林
市
役
所
都
市
計
画
課

（
山
　
・
４
１
１
１
    内
線
４
０
８
）

７２

▽
明
和
町
役
場
都
市
計
画
課
（
山
　
・
８４

３
１
１
１
 内
線
１
３
２
）

【
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
】

　
変
更
と
な
る
都
市
計
画
原
案
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
・
場
所
　

煙
１
月
　
日
　
   館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２７

（木）

煙
１
月
　
日
　
   明
和
西
小
学
校
体
育
館

２８

（金）

□
時
間
　
午
後
７
時
開
始

【
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て
】

□
期
日
　
２
月
　
日
　

１５

（火）

□
時
間
　
午
後
７
時
開
始

　
都
市
計
画
課
　
　
　
　
内
線
１
３
２

都
市
計
画
原
案（
県
原
案
）

閲
覧
・
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

主な問い合わせ先変更内容路線名路線番号

県都市計画課 、

館林土木事務所
幅員の変更、車線数の決定１２２号線３・３・１６

館林市延長の変更、車線数の決定南部環状線３・４・１７

明和町延長の変更、車線数の決定矢島南大島線３・４・６０

明和町車線数の決定南大島江口線３・４・６１

明和町延長の変更、車線数の決定江口大佐貫線３・４・６２

■今回の変更は、国道１２２号バイパスの事業計画の変更に伴い行うものです。

　
館
林
都
市
計
画
道
路
の
都
市
計
画
変
更
（
県
原
案
）
に
つ
い
て
変
更
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
変
更
案
の
閲
覧
・
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
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　検診の受診率アップを図るため、館林市および邑楽郡５町で、乳がん集団

検診を共同実施することになりました。ご希望のかたは、１月１８日（火）

までにお申込みください。申込み順先着５名様までお受けいたします。

■日時　１月２１日（金）　午後１時～午後２時受付

■場所　館林市保健センター

■対象者　乳がん検診無料クーポン券が出ているかたのみ

■申込方法　健康づくり課へ電話で申し込む

※詳しくは、健康づくり課（内線１２２）へお問い合わせください。

　農地を農地以外（住宅用地、駐車場用地等）の目的に利用することを考

えているかたは、農用地区域変更（除外）申し出の手続きが必要となりま

す。

　該当されるかたは、申し出期限の２月２８日（月）までに経済建設課へ申

し出てください。

【注意事項】

　３月以降の申し出受付分については、平成２３年度の処理となります。

※詳しくは、経済建設課（内線１５２）へお問い合わせください。

□
場
所
　
館
林
市
役
所
研
修
室
（
５
階
）

　
公
聴
会
の
傍
聴
希
望
者
は
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
公
述
申
出
書
の
提
出
お
よ
び
公
述
人
の
選
定

　
公
聴
会
で
公
述
を
希
望
す
る
人
は
、

「
公
述
申
出
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
公
述
申
出
書
」
に
は
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
都

市
計
画
原
案
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
お

よ
び
意
見
の
要
旨
（
４
０
０
字
以
内
）

を
記
入
し
た
「
公
述
申
出
書
」（
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
公
述
人
は
、
県

知
事
が
選
定
し
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　
公
述
人
は
、
代
理
人
に
意
見
を
陳
述

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
代
理
委
任

状
を
提
出
し
、
公
聴
会
の
議
長
の
承
認

が
必
要
と
な
り
ま
す
）。
ま
た
、
文
書

に
よ
り
意
見
の
提
示
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
こ
の
場
合
、
公
聴
会
の
議
長

に
よ
る
文
書
の
朗
読
を
も
っ
て
意
見
の

陳
述
に
替
え
ま
す
）。

　
な
お
、
公
述
の
希
望
者
で
同
じ
趣
旨

の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合
な
ど
は
、
公

述
人
を
県
知
事
が
選
定
し
本
人
に
通
知

し
ま
す
。
ま
た
、
公
述
の
時
間
は
　
分
１０

以
内
と
な
り
ま
す
。

□
申
込
期
限
　
２
月
４
日
　
（
必
着
）

（金）

※
な
お
、
公
述
人
が
な
い
場
合
、
公
聴

会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
は
公

聴
会
予
定
日
の
１
週
間
前
に
県
庁
都
市

計
画
課
、
館
林
市
役
所
都
市
計
画
課
、

明
和
町
都
市
計
画
課
お
よ
び
公
聴
会
の

開
催
予
定
の
場
所
に
そ
の
旨
掲
示
し
ま
す
。

□
公
述
申
出
書
の
提
出
先
　

　
〒
3
7
1
倆
8
5
7
0
　
前
橋
市
大

手
町
一
丁
目
一
番
一
号
　
群
馬
県
都

市
計
画
課

◎
郵
送
の
ほ
か
、
各
閲
覧
会
場
経
由
で

も
提
出
は
可
能
で
す
。

　省エネ改修工事のため、社会体育館は次のとおり臨時休館となります。

■期日　２月８日（火）～１８日（金）

　　　　２月１９日（土）からは通常どおりです。

※詳しくは、社会体育館（山８４・４６２６）へお問い合わせください。

社会体育館から臨時休館のお知らせ

予防接種はお済みですか

農用地区域変更申し出は２月２８日まで

乳がん集団検診追加実施決定

◆高齢者インフルエンザ(満６５歳以上のかた)

　接種期限　１月３１日（月）

◆新型インフルエンザ(１歳～１５歳までのかた)

　接種期限　１月３１日（月）

　助成申請期限　２月２８日（月）

◆麻疹・風疹混合ワクチン

（２期年長児）（３期中学１年生）（４期高校３年生に相当する年齢のかた）

　接種期限　３月３１日（木）

　予防接種は病気にかからないための自己防衛手段としてとても有効です。

該当のかたは、早めに受けましょう。

※詳しくは、健康づくり課（内線１２２）へお問い合わせください。

各課からの

　お知らせです



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１４）

シクラメンを渡し安全運転を呼び掛ける交通少年団員

　冬の県民交通安全運動は、「無くす事故　群馬の

道から　わが身から」をスローガンに１２月１日から

１０日間の運動が行われました。

　町民一人ひとりが交通事故無しを目指し、交通安

全意識を高める目的に１２月２日、上江黒地内県道で

東小交通少年団、警察、女性ドライバークラブおよ

び町が一体となって車両運転者に町の特産シクラメ

ン１５０鉢を配って安全運転を呼びかけました。

交通マナーを守って明るい社会
冬の県民交通安全運動

大勢の人で賑わったバザー会場

　１１月２３日、ボランティア福祉バザーが中央公民

館で開催されました。当日の会場入口には、オープ

ン前から整理券を手にした多くの来場者が行列を成

していました。

　会場には衣料品や食料品、野菜などが並べられ、

衣料品を買ったかたの為に試着室も設けられていま

した。今回の５９８，４３０円の売上金は、町社会福祉協

議会に全額寄附され、福祉ベッドや車いすの購入や

高齢者への配食サービスなどに充てられます。

  大勢の来場者でにぎわう
ボランティア福祉バザー

サンタさんからプレゼントをもらう園児

　１２月１０日、こども園お楽しみ会が開かれました。

園児３３１人がそれぞれ手作りのクリスマスキャップ

を被り続々と入場「ジングルベル」を歌い、子育て

ボランティアさんのハンドベルの演奏等を楽しみま

した。　

　園児たちは、サンタさんに「どうして夏には来な

いの？カゼはひかないの？」などと聞いた後、プレ

ゼントをめいめいに頂き満足そうにしていました。

みんなでメリークリスマス！
明和こども園お楽しみ会

商工会女性部のかたが室内時計を贈呈

　商工会女性部が１１月の産業祭で行ったバザーの

収益金の一部を１２月９日、こども園に壁掛け時計を

寄贈しました。

　小熊園長が感謝の言葉を述べると、商工会女性部

役員の皆さんも「こんなに喜んでいただけて、次回

の励みになります！」と、満面の笑顔で翌年への意

欲を示していました。

バザーの収益金を町に還元

商工会女性部がこども園に時計を寄贈
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防災用備蓄品を寄贈
三国コカコーラボトリング（株）群馬支社館林支店

　防災用備品ミネラルウオーターの贈呈

　１１月３０日、町と「災害時における救援物資提供

に関する協定書」を締結している、三国コカコーラ

ボトリング（株）群馬支社館林支店長小林謙一さん

らが２ℓペットボトル３００本の目録を持って、恩田

町長を訪れ手渡されました。

　今後の猛暑などが心配され、今回協定を結んでい

る明和町に、地域で役立ててもらおうと寄附されま

した。身近なものを利用しての救助体験

　１１月２８日、明和教育委員会主催による秋季成人

アクア健康まつりが、海洋センターで開催されまし

た。講師の秋山先生のご指導の下、３２人参加者たち

はリズムに合わせ、笑顔を弾けさせながらプール

いっぱいに飛び跳ねていました。

　また、今回は「その知識が生死を分ける」と題し、

Ｂ＆Ｇ財団海洋教育課の吉澤先生からの講話とライ

フジャケットや身近にある用具を使用した実践的な

救助方法を学び、全員が熱心に取り組んでいました。

身近な物を使用した救助方法
秋季成人アクア健康まつり

実習をする参加者

　１１月１９日、館林市社会福祉協議会の村田泰子さ

んを講師に招き、誰にでもできる介護のコツを実演

を交えながらわかりやすく指導していただきました。

　「大切なことは介護されるかたも、介護するかた

も無理な体勢を取らず、安全を心がけながら相手の

ハンディを理解し、同じ目線できちんと向き合うこ

とです」と話していました。

　参加したかたは「ちょっとした事で、お互いが楽

になるのは良いですね」と話していました。

介護のコツを学ぶ
家庭介護教室

講習を受ける受講者

　１１月１８日、役場で「遊びの指導等の研修会」が、Ｎ

ＰＯ法人あそびの学校校長の山崎茂さんを講師に迎

えて行われました。放課後子ども教室・学童保育所

の指導員や子育てボランティアのかたがた２６人が

受講しました。

　受講者は、お楽しみ会や親子行事などで生かせる

遊び活動に汗をかきながら、全身を動かして取り組

んでいました。会場には終始笑い声があり、和やか

な雰囲気に包まれた楽しい研修会となりました。

寒い冬でもホットな遊びを

遊びの指導等の研修会
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INFORMATION

掲示板

（１６）

電話　０４８－５８０－７３８１

身近な相続・遺言・成年後見・法務相談室

こちらからご指定の場所へ伺います。（市外有料）

★相談申し込み：まずお電話で日時を御予約ください。

　年中無休ですので、土日祝日でも対応いたします。

〈
広
告
〉

不動産等相続・遺言・後見・離婚問題等

出出出出出出張張張張張張相相相相相相談談談談談談開開開開開開催催催催催催中中中中中中出張相談開催中！！！！！！！

羽生市東６－９－１ケンコーセンター前ビックエー並び（Ｐ有）

行政書士川島・出井事務所

〈
広
告
〉
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○○○／○午前９：００～１２：００

／／○○○／○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○／○○○午前９：００～１２：００

／／○／○○○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科

　　　
　
　

□
日
時
　
２
月
９
日
　
　
 午
後

（水）

５
時
開
始
（
　
分
程
度
）

９０

□
場
所
  ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
テ
ー
マ
「
子
供
に
ツ
ケ
を
ま
わ

さ
な
い
！
」

□
対
象
　
 ど
な
た
で
も
聴
講
可

□
定
員
　
　
人
８０

□
参
加
費
　
 無
料

□
申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

２８

（金）

□
申
込
・
問
合
せ
先
　
 明
和
地
区

法
人
会
事
務
局
（
山
　
・
３
１

８４

３
０
）　

　
納
税
者
が
自
己
ま
た
は
生
計
を

一
に
す
る
親
族
の
た
め
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
支
払
っ
た

自
己
負
担
額
は
、
所
得
税
お
よ
び

町
・
県
民
税
の
計
算
を
す
る
際
に
、

医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か

ら
一
定
の
金
額
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。
介
護
保
険
制
度
の
下
で
提
供

さ
れ
る
施
設
・
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

対
価
に
つ
い
て
の
医
療
費
控
除
の

取
扱
い
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◇
２
年
目
以
降
の
お
む
つ
代
医
療

費
控
除
を
受
け
る
に
は

　
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
り
、
治
療

上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
か
た
は
、

そ
の
お
む
つ
代
を
所
得
税
や
町
・
県

民
税
の
医
療
費
控
除
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
際
、
医
師
の
証
明
書
を
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
の
う
ち
、

要
介
護
認
定
に
か
か
る
主
治
医
意
見

書
の
内
容
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
は
、
町
で
交
付
す
る
お

む
つ
使
用
確
認
書
を
医
師
の
お
む
つ

使
用
証
明
書
等
の
代
わ
り
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
確
認
書
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、

健
康
づ
く
り
課
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
で
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
次

の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
初
め
て
受
け
る
か
た
　
お
む
つ
代

の
領
収
書
・
医
師
の
証
明
書

◇
２
年
目
以
降
の
か
た
　
お
む
つ
代

の
領
収
書
・
明
和
町
が
主
治
医
意

見
書
の
内
容
を
確
認
し
た
書
類

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
内

線
１
２
２
）
へ

お

知

ら

せ

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
も
医

療
費
控
除
の
対
象
で
す

税
務
・
会
計
セ
ミ
ナ
ー

の
ご
案
内

対象とならないもの医療費控除の対象となるもの施  設  名

①日常生活費
②特別なサービス費用

施設サービスの対価（介護費、食費および居住費）として支払った額
の２分の１に相当する金額

指定介護老人福祉施設
地域密着型介護老人福祉施設

同上施設サービスの対価（介護費、食費および居住費）として支払った額介護老人保健施設

同上同上指定介護療養型医療施設

【施設サービスの対価】

居宅サービスの種類区　　分

・介護予防訪問看護・訪問看護

医療費控除の対象となる居宅

サービス

・介護予防訪問リハビリテーション・訪問リハビリテーション
・介護予防居宅療養管理指導・居宅療養管理指導
・介護予防通所リハビリテーション・通所リハビリテーション
・介護予防短期入所療養介護・短期入所療養介護
・夜間対応型訪問介護
・介護予防訪問介護

・訪問介護　※生活援助（調理、洗濯、掃除等の家
事の援助）中心型を除きます上記の居宅サービスと併せて利

用する場合のみ医療費控除の対

象となるもの（ケアプランに位

置づけられた医療系サービスと

併せて利用した場合）

・介護予防訪問入浴介護・訪問入浴介護
・介護予防通所介護・通所介護
・介護予防認知症対応型通所介護・認知症対応型通所介護
・介護予防小規模多機能型居・小規模多機能型居宅介護
・介護予防短期入所生活介護・短期入所生活介護
・介護予防認知症対応型共同生活介護宅介護・認知症対応型共同生活介護

医療費控除の対象とならない介

護保険の居宅サービス

・介護予防特定入居者生活介護・特定施設入居者生活介護
・地域密着型特定施設入居者生活介護　　　

・介護予防福祉用具貸与・福祉用具貸与

【居宅サービスの対価】

※申告で医療費控除を受けるためには、サービス事業者が発行した医療費控除の対象となる金額が記載された領収書が必要です。詳しくは、税務課
（内線１１２）へご相談ください。



（１７）広報めいわ　平成２３年１月１０日

担当（中山・小室）

住宅型・有料老人ホーム　めいわ

明和町新里３５２　山０２７６崖９１崖３２７７

☆健康には毎日の食事のバランス。健康チェックのサポート。

☆介護には２４時間スタッフが常駐し生活を応援します。

　　　　　　　　　　　　（併設：小規模多機能ホーム　憩）

お問合せ

平成２２年１２月オープン鎧入居者募集  （群馬県認定）

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　
１
１
０
番
通
報
は
緊
急
の
事

件
・
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

の
緊
急
電
話
で
す
。
相
談
や
照

会
は
、
館
林
警
察
署
ま
た
は
＃
９

１
１
０
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

１
１
０
番
通
報
は
、
す
べ
て
群
馬

県
警
察
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
か
②
ど
こ
で

あ
っ
た
か
③
い
つ
あ
っ
た
か
を

正
し
く
知
ら
せ
て
頂
く
こ
と
が

事
件
事
故
の
解
決
の
決
め
手
に

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
警
察
署
へ
。

　
民
間
防
火
組
織
等
の
防
火
思

想
の
高
揚
と
育
成
強
化
を
図
り
、

災
害
に
強
い
人
づ
く
り
・
安
全
な

地
域
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

「
宝
く
じ
」
の
助
成
金
を
受
け
、
防

火
広
報
用
視
聴
覚
資
器
材
を
購

入
し
ま
し
た
。
防
火
・
防
災
等
の

教
育
お
よ
び
訓
練
時
に
貸
し
出

し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

□
購
入
資
器
材
    プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
（
　
ｉ
ｎ
）、

９０

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ

可
）、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ

セ
ッ
ト
（
各
３
セ
ッ
ト
）

□
貸
出
対
象
　
防
火
防
災
等
の

教
育
や
訓
練
を
行
う
組
織
・
団

体
□
申
込
・
問
合
せ
先
　
館
林
地
区

消
防
組
合
消
防
本
部
（
山
　
・
７２

３
１
７
１
）

　
老
齢
年
金
の
受
給
者
に
は
、
１

月
中
旬
～
下
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
が
送
ら
れ
ま
す
（
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
は
非
課
税
の
た
め

対
象
外
）。
年
金
以
外
に
収
入
が

あ
る
か
た
が
確
定
申
告
す
る
際
、

こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
１
月
末
日
ま
で
に
源
泉
徴
収

票
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し

た
場
合
に
は
、
年
金
証
書
を
持
参

し
、
管
内
の
年
金
事
務
所
で
再
発

行
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
（
山
０
５
７
０
・
　
・
１
１
６

０５

５
／
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

山
　
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
）
へ
。

０３
　
精
神
保
健
医
療
改
革
の
実
現

に
向
け
て
先
駆
的
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
群
馬
大
学
の
福
田
正
人

先
生
を
お
招
き
し
て
、
精
神
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
動
向
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
日
時
   １
月
　
日
　
　
午
後
２

２９

（土）

時
～
午
後
４
時
（
午
後
１
時
開
場
）

□
場
所
　
群
馬
会
館
ホ
ー
ル
（
前

橋
市
大
手
町
２－

１－

１
）

□
定
員
　
４
０
０
人（
先
着
順
）

□
入
場
料
　
無
料

□
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
等
の
必
要
事
項
を
、
は

が
き
か
F
A
X
で
送
付
す
る

□
申
込
締
切
   １
月
　
日
　
必
着

２０

（木）

□
申
込
・
問
合
せ
先
　

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

企
画
研
修
係
  〒
３
７
９－

２
１
６
６
  

前
橋
市
野
中
町
３
６
８
　

山
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

姉
０
２
７
・
２
６
１
・
９
９
１
２

□
日
時
   ２
月
５
日
　
　
午
後
１

（土）

時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
館
林
市
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

□
内
容
   「
病
気
の
予
防
と
健
康

管
理
」①
現
状
報
告
、
②
館
林

厚
生
病
院
の
宮
城
　
修
院
長

に
よ
る
特
別
講
演
（
演
題
　
地

域
医
療
再
生
の
取
り
組
み
）

□
定
員
　
５
０
０
人（
先
着
順
）

□
参
加
費
　
無
料

※
詳
し
く
は
、 
館
林
厚
生
病
院

（
山
　
・
３
１
４
０
）
へ
。

７２

□
日
時
   １
月
　
日
　
　
午
後
２

２９

（土）

時
開
演

□
場
所
   ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
内
容
   ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、
お
お
き
な
か
ぶ
、
ス
イ
ミ
ー

□
入
場
料
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
（
山
　
・
５
５
５
５
）
へ
。

８４

　   東
毛
地
域
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
弱
者
の

視
点
か
ら
真
実
を
描
き
伝
え
る
作

品
に
定
評
の
あ
る
作
家
、
家
田
荘

子
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
   ２
月
　
日
　
　
午
後
１

２０

（日）

時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
　
板
倉
町
中
央
公
民
館

□
演
題
　
「
一
緒
に
生
き
て
行
こ
う
～

あ
な
た
の
愛
を
求
め
て
い
ま
す
～
」

□
定
員
　
５
０
０
人

□
参
加
費
   無
料（
但
し
、
整
理
券

が
必
要
）

□
整
理
券
配
布
期
間
   １
月
　
日
１１

　
～
２
月
　
日
　
（
整
理
券
が
無

（火）

１０

（木）

く
な
り
次
第
終
了
）

□
整
理
券
配
布
場
所
   明
和
町
役

場
住
民
福
祉
課

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
役
場
住
民

福
祉
課
（
内
線
１
４
４
）
へ
。

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
の
送
付
に
つ
い
て

防
火
広
報
用
視
聴
覚
資

器
材
を
購
入
し
ま
し
た

第
５
回
館
林
邑
楽
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

１
月
　
日
は

１０

「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

人
権
啓
発
活
性
化
事
業

家
田
荘
子
さ
ん
講
演
会

「
よ
み
む
め
む
じ
か
」
の

お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

「
こ
こ
ろ
の
県
民
講
座
」

の
ご
案
内



（１８）

INFORMATION
□
日
時
　
２
月
５
日
　
　
午
後
３

（土）

時
～
午
後
４
時
　
分
　

３０

□
場
所
　
館
林
邑
楽
歯
科
医
療
セ

ン
タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
６

２
２－

１
）

□
対
象
　
館
林
市
・
邑
楽
郡
内
在

住
の
　
歳
以
上
の
か
た

３５

□
受
講
料
　
無
料

□
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

□
申
込
受
付
　
１
月
　
日
　
　
午

１７

（月）

前
９
時
　
電
話
受
付
開
始

□
申
込
・
問
合
せ
先
　
館
林
邑
楽

歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
（
山
　
・
７３

８
８
１
８
）

　
町
で
は
枯
草
火
災
の
未
然
防
止

の
た
め
、
次
の
と
お
り
枯
草
焼
却

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
2
月
　
日
　
 午
前
９

１３

（日）

時
（
雨
天
の
場
合
は
　
日
　
に

２０

（日）

順
延
） 

■
場
所
　
東
北
自
動
車
道
の
西
～

大
輪
地
先
ま
で
の
利
根
川
河
川

敷
■
実
施
　
町
消
防
団
、
明
和
消
防

署
職
員

※
当
日
は
、
煙
や
 煤
 が
舞
う
こ
と

す
す

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
田
島
桃
組
合
で
は
、
桃
の
苗
木

「
明
和
の
乙
女
」
を
予
約
販
売
し
ま

す
。

□
価
格
　
１
、
３
０
０
円

□
申
込
期
限
　
２
月
　
日
　
（
な

２８

（月）

く
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
田
島
桃
組
合
へ
電

　
話
で
申
し
込
む

□
引
渡
予
定
日
　
２
月
下
旬
～
３

月
上
旬

※
詳
し
く
は
、
田
島
桃
組
合
　
新

井
幹
一
（
山
　
・
２
２
７
３
）
へ

８４

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
能
楽
鑑
賞
へ
の
誘
い

～
麗
し
き
日
本
伝
統
芸
能
の
世
界
～
」

■
日
時
　
１
月
　
日
　
　
午
後
３

２２

（土）

時
（
開
場
 　
午
後
２
時
　
分
）

３０

■
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

■
入
場
料
　
前
売
り
１
、
０
０
０

円
当
日
１
、
２
０
０
円
（
全
席

自
由
席
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
（
山
　
・
５
５
５
５
）
へ
。

８４

　
東
部
・
西
部
学
童
保
育
所
で
は
、

　
年
度
の
入
所
児
童
を
次
の
と
お

２３り
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
保
護
者
の
就
労
等
に
よ

り
放
課
後
の
保
育
が
困
難
な
児

童
（
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
）

□
保
育
時
間
　

煙
平
日
　
放
課
後
～
午
後
６
時
　３０

分
煙
学
校
休
業
日
　
午
前
８
時
～
午

後
６
時
　
分
３０

□
保
育
料
（
月
額
・
お
や
つ
代
込
）

煙
１
～
３
年
生
　
８
、
０
０
０
円

煙
４
～
６
年
生
　
６
、
０
０
０
円

春
休
み
期
間
限
定
利
用
　

全
学
年
　
　
　
６
、
０
０
０
円

□
申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

３１

（月）

□
申
込
方
法
　
入
所
を
希
望
す
る

学
童
保
育
所
へ
直
接
申
し
込
む

□
申
込
・
問
合
せ
先
　

東
部
学
童
保
育
所
（
山
　
・
３

７４

６
０
９
）

西
部
学
童
保
育
所
（
山
　
・
３

８４

６
１
５
）

□
期
日
   ２
月
　
日
　
・
　
日
　

２０

（日）

２７

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
２
月
６
日
　（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
（
山

　
・
４
６
２
６
）
へ
。

８４□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
　

１７

（木）

１０

時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）
　

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
大
字
中
野
３
９
２
４
倆
１
）

□
講
師
　
樹
木
医
　
 琴
寄
 

こ

と

よ

り

 融
 さ
ん

と
お
る

□
受
講
料
　
無
料

□
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

６０

□
申
込
受
付
　
１
月
　
日
　
　
午

３１

（月）

前
８
時
　
分
　
電
話
受
付
開
始

３０

※
詳
し
く
は
、
　
群
馬
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
（
山
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
「
４
月
生
普
通
科
」
お

よ
び
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

専
攻
」
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

□
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
山
０
１
２
０・

　・

８
８
８
１

０６

□
申
込
・
問
合
せ
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
（
山
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１

）

【
第
　
回
町
民
卓
球
大
会
】

１３

◇
小
学
生
の
部

優
　
勝
　
堀
口
友
希

◇
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
岡
安
沙
樹
　

準
優
勝
　
峯
崎
朋
香

第
３
位
　
砂
賀
里
菜

◇
一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
塚
原
裕
之
　

準
優
勝
　
関
口
直
樹
　

第
３
位
　
高
橋
　
学
　

◇
一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
鎌
田
圭
子
　

準
優
勝
　
奈
良
和
子
　

◇
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
塚
原
・
木
村
組
　

準
優
勝
　
高
橋
・
関
口
組

第
３
位
　
赤
羽
・
杉
山
組

募
集
し
ま
す

東
部
・
西
部
学
童
保
育
所

入
所
児
童
募
集

町
民
文
化
大
学
教
養
講

座
へ
開
催

２
月
の
緑
化
講
座
・
家

庭
で
楽
し
む
果
樹
栽
培

利
根
川
河
川
敷
の
枯
草

焼
却
を
行
い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
高

等
学
校
生
徒
募
集

第
３
回
町
民
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
結
果

（
敬
称
略
）

小学生の部

優勝 堀口君

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

「
口
腔
ケ
ア
教
室
」

桃
苗
木
「
明
和
の
乙
女
」

予
約
販
売
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◇
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
岡
田
・
落
合
組

準
優
勝
　
鎌
田
・
奈
良
組

第
３
位
　
岡
安
・
関
口
組

【
第
　
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
】

１３

各
部
門
の
優
勝
者
・
団
体

小
学
生
低
学
年
女
子
　
石
川
舞
羽

小
学
生
低
学
年
男
子
　
石
田
嶺
央

小
学
生
中
学
年
女
子
　
工
藤
葉
月

小
学
生
中
学
年
男
子
　
花
本
大
地

小
学
生
高
学
年
女
子
　
江
森
千
枝
里

小
学
生
高
学
年
男
子
　
野
村
智
也

中
学
生
女
子
　
　
　
　
篠
木
亜
理
壽

中
学
生
男
子
　
　
　
　
堀
　
純
平

一
般
女
子
　
　
　
　
　
長
瀬
由
佳
理

一
般
男
子
　
　
　
　
　
森
　
優
樹

健
康
マ
ラ
ソ
ン
　
　
　
石
川
享
良

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
　

　
　
　
　
明
和
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
Ｂ

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

阿
部
 泰
士
 （
国
央
・
果
代
/
大
輪
）

た

い

し

阿
部
 兼
士
 （
国
央
・
果
代
/
大
輪
）

け

ん

し

阿
部
 美
希
 （
高
大
・
径
子
/
中
谷
）

み

き

薗
田
 結
衣
 （
裕
   ・
春
香
/
新
里
）

ゆ

い

高
木
 琉
翔
 （
嗣
夫
・
愛
子
/
新
里
）

り

ゅ

う

と

天
海
 美
祐
 （
泰
成
・
優
子
/
江
口
）

み

ゆ

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

渡
辺
　
茂
男
　
　
　
中
谷
   美
知
子

６４

森
　
　
ノ
ブ
　
　
　
南
大
島
　
  
定
三

７７

恩
田
　
た
い
　
　
　
中
谷
　
伊
佐
雄

９０

金
子
光
太
郎
　
　
　
入
ケ
谷
　

久
江

９５

森
　
　
マ
サ
　
　
　
南
大
島
 　

献

９７

清
水
美
智
幸
　
　
　
矢
島
   勝
哉

７０

※
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
を
希
望
す
る
か
た

は
、
総
務
課
（
内
線
２
１
４
）
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
経
済
建
設
課

平
成
　
年
度
繰
越
事
業
地
域
活
性

21

化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
中
谷

南
地
区
水
路
整
備
工
事

場
　
　
所
　
中
谷
地
内

予
定
価
格
　
２
０
９
万
円

落
札
価
格
　
２
０
０
万
円

業
　
　
者
　
㈲
司
建
設

小
規
模
土
地
改
良
事
業
矢
島
南
地
区

水
路
整
備
工
事

場
　
　
所
　
矢
島
地
内

予
定
価
格
　
７
５
７
万
円

落
札
価
格
　
７
３
０
万
円

業
　
　
者
　
荒
井
建
設
㈱

小
規
模
土
地
改
良
事
業
田
島
五
反
田

地
区
地
区
水
路
整
備
工
事

場
　
　
所
　
田
島
地
内

予
定
価
格
　
６
０
７
万
円

落
札
価
格
　
５
９
０
万
円

業
　
　
者
　
㈲
明
石
工
業

▼
環
境
水
道
課

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線
管

渠
築
造
工
事
（
　－

　－

７
工
区
）

２２

１３

場
　
　
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
、
３
２
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、
２
９
５
万
円

業
　
　
者
　
㈲
明
石
工
業

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線
管

渠
築
造
工
事
（
　－

　－

　
工
区
）

２２

１５

１２

場
　
　
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
７
２
０
万
円

落
札
価
格
　
７
０
０
万
円

業
　
　
者
　
荒
井
建
設
㈱

戸
籍
の
窓

（
敬
称
略
）

卓球大会各部門の優勝者

マラソン大会各部門の優勝者

入
札
結
果

（
金
額
は
税
抜
き
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
　
月
号
表
紙
の
、「
母
娘
三
代
」と
い

１２
う
記
述
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。関
係

者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

致
し
ま
し
た
こ
と
を
、こ
こ
に
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

文芸まちの文芸まちの

明

和

短

歌

研

究

会

文芸まちの文芸まちの

明

和

俳

句

会

歩
み
来
し
　
誌
歴
七
十
　
菊
薫
る
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
夜
詩
夫

塀
越
し
の
　
光
さ
え
ぎ
る
　
竹
の
春
　
　
　
　
　
　
　
江
原
　
沙
衣

冠
雪
の
　
ア
ル
プ
ス
遥
か
　
露
天
風
呂
　
　
　
　
　
　
清
水
　
好
生

花
び
ら
餅
　
新
春
の
 茶
座
 　
囲
み
居
り
　
                 高
橋
三
重
子

さ

ざ

秋
灯
や
　
ル
ー
ペ
に
拾
う
　
外
来
語
　
　
　
　
　
　
　
対
比
地
京
子

初
日
さ
す
　
 筑
波
山
 に
　
男
峰
女
峰
か
な
　
　
　
　
　
日
名
子
春
実

つ
　
く
　
ば

春
新
た
　
米
寿
迎
え
し
　
一
歩
踏
む
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
富
治

迎
春
や
　
夫
の
米
寿
　
足
早
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
ふ
で
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１２月の町の事件事故状況

ウツボグサ　シソ科

　記　立岡正夫

　写真は３０年ほど前に利根川の土手から採ってきて、庭に植

えていたものを撮りました。ウツボ（靱）は矢を入れる道具で、

花の集まった形が似ているところから名付けられました。梅雨

の頃咲いて夏に枯れるので夏枯れ草（カコソウ）ともいいます。

この枯れた花穂を煎じて飲むと膀胱炎に効くといわれています。

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

【町の無料法律相談】　
□日　時　２月１０日（木）　午前１０時
～正午
□場　所　役場委員会室　
□対　象　明和町民　
□担　当　丸山弁護士
□受付期間　２月１日（火）～８日
（火）まで総務課へお申し込みくだ
さい（予約制）

【人権・行政・心配ごと相談】
□日　時　２月１５日（火）　午前１０時
～午後３時

□場　所　役場会議室
【年金相談】　
□日　時　２月１７日（木）　午前９時
３０分～午後３時
□場　所　館林市役所
※事前の予約が必要です。

【交通事故相談】
□日　時   ２月１８日（金）  午前１０時
～午後４時

□場　所　太田市役所
【健康相談】
□日　時　２月１日（火）　午前９時３０
分～午前１０時３０分受付

□場　所　保健センター
□対　象　乳幼児・成人
【乳幼児健診】
□日　時　２月１０日（木）　午後１時
～午後２時受付

□場　所　保健センター
□対　象　２１年２月、２２年２・４・
７・１０月生

（平成２２年１２月１日現在）

　総人口　１１，５４３人　（－１０）
　　男　　　５，７５３人　（－　２）
　　女　　　５，７９０人　（－　８）
　世帯数　　３，８１３世帯（＋　１）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………     ２８件
　　士交通事故………　  　２件
　　士その他…………　 　 ７件
　　士合計……………     ３７件

１２月の町の救急車出動回数

纂わずかな時間でも鍵をかけよう！

纂ゆとり運転で事故防止

定期相談・健診

　士非侵入窃盗　    勝勝 １件
　士出店・事務所荒らし勝勝 ２件
　士空き巣              勝勝 １件　

　士人身事故…………     １件
　士物件事故…………　１４件

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

新橋病院
（７５）３０１１

福田ペイン
（８４）１２３３

増田医院
（８２）２２５５

星野こども
（小児科のみ）

（７０）７２００

橋田内科
（７２）０００１

板倉耳鼻咽喉科
（８０）４３３３

１月１６日（日）

真中医院
（７２）１６３０

富士ｸﾘﾆｯｸ
（２０）１９７１

藤原医院
（８８）７７９７

菅沼医院
（７２）９０９０

落合医院
（７２）３１６０

－１月２３日（日）

小曽根整形外科
（７２）７７０７

真下胃腸科
（６２）２０２５

益田小児科
（小児科のみ）

（６２）５５３５

神尾内科医院
（７５）１２８８

まりﾚﾃ゙ｨｽ
（７６）７７７５

川田耳鼻咽喉科
（７２）３３１４

１月３０日（日）

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

黛泌尿器科
（６３）７８００

ﾐﾂﾜ診療所
（７０）３０３０

さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

こが内科
（７３）７５８７

川村耳鼻咽喉科
（７２）１３３７

２月６日（日）

川島脳神経外科
（７５）５５１１

寺内医院
（８８）１５１１

阿部医院
（６２）５４２８

たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）２５２５

多々良診療所
（７２）３０６０

－２月１１日（金）

慶友整形外科
（７２）６０００

三浦医院
（６２）２９１７

金丸内科医院
（８８）３２００

こやなぎ小児科
（小児科のみ）

（８０）２２２０

森下内科医院
（７３）７７７６

－２月１３日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

（平成２２年１２月２０日現在）

（平成２２年１２月２０日現在）


